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 先日、錦城東小学校の教え子 3 人が、私を訪ねて学校に来てくれました。今年大学を卒業する子、

看護師として働いている子、先日子どもを出産して赤ちゃんを抱っこした子・・・3 人の教え子たち

と小学校時代の思い出話に花が咲きました。そして、2 月に、同窓会をしようということになりまし

た。みんな、どんな風に成長しているのか、再会がとても楽しみです。 

 

さて、私の教師生活 30 年間をふり返ってみると、実に様々な子どもたちとの出会いがありました。

しかし、そんな出会いの中で、私はその子たちのことをちゃんと理解してやれていたのだろうか、教

師らしいことを何かしてやれたのだろうか、そう思うととても自分の非力さを感じざるを得ません。 

特に、私が教師になった頃は、「発達障害（LD、ADHD 等）」についても一般的にあまり認知され

ておらず、特性を持った子どもたちへの理解や支援は全く不十分でした。私は担任として、その子た

ちに寄り添うことのできる教師ではなかったなぁと、後悔や反省ばかりです。 

そして、最近、「発達障害」とも少し違う特性を持った子どもたちと出会うことが多くなりました。

それは、「HSC（ハイリー・センシティブ・チャイルド）＝人一倍敏感な子」たちです。4 月に、きん

ひがに赴任してからも、この特性を持った子どもたちと出会っています。先日も、あるお母さんから、

「うちの子、他の子が忘れ物をして、担任の先生からしかられているのを見ていると、こわい・つら

いって言うんです。」という相談を受けました。このお子さんは、HSC（人一倍敏感な子）の特性を持

ったお子さんだと思われます。 

教師や親など、周囲にいる大人が、子どもたちの特性や個性を理解した上で、指導やしつけを行う

のと、そうでないのとでは、子どもたちの「生きやすさ」や「成長」に大きな差異が生じます。校内

でも、職員で「子ども理解」についての研修を行っています。保護者の皆さんにとっても、子ども理

解の一助になればと思い、「HSC」の特集を数回に分けて行います。 

（掲載資料は、「子育てハッピーアドバイス」等の著書で知られる、心療内科医の明橋大二先生の講演

会に参加した時に頂いたものです。） 

 

 

 
令和２年１月２３日 

＜第３８号＞ 

校長 平塚智康 

HSC（人一倍敏感な子）への理解を深める（１） 

 

＜５年生：家庭科「ミシンの実習」～保護者によ

るサポート先生のおかげで、みんな上手にミシン

をかけられました～＞ 

 

＜１年生：生活科「昔あそびの学習」～おじいち

ゃん・おばあちゃんから、昔のあそびを教えても

らいました～＞ 
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